
 

 

 

 

 

資料１ 福岡空港の需要予測 

及び滑走路処理容量について 

 

  



福岡空港の需要予測及び滑走路処理容量について 

 

 国に精査を求めていた需要予測及び滑走路処理容量の報告があった。概要に

ついては以下の通り。 

 

１ 需要予測 

国土交通省統合モデル（GDP0.6～0.8%）による推計及び政府の日本再興戦

略（GDP２％成長）を用いた推計等複数の予測が行われた。 

平成 47 年度（2035 年度）で、国土交通省統合モデルでは、旅客数 2,110 万

人、発着回数 18.1 万回、日本再興戦略では、旅客数 2,456 万人、発着回数 20.5

万回の予測結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 滑走路処理容量 

  滑走路処理容量については、定時性を保ちながら安定的な処理を可能とする

数値（標準処理値）を算出している。 

福岡空港においては、北側からの進入が主であるが、この標準処理値の算

出に当たっては、滑走路処理容量が低い南側からの進入を前提とする必要が

あることから、着陸機が南側から進入する場合の標準処理値を算出している。 

※進入方向（H24.7-H25.6）：北側進入 73％、南側進入 27％ 

 

（１）現滑走路一本の処理容量 

・35 回／時間、年間 16.4 万回（平成 25 年度実績 発着回数 16.7 万回） 

（平成 17年度総合的な調査での滑走路処理容量：32 回/時間 14.5 万回/年） 

 

（２）誘導路二重化後の処理容量 

・37 回／時間、年間 17.0 万回 

（平成 17年度総合的な調査での滑走路処理容量：33 回/時間 14.9 万回/年） 
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※前回予測：PI 時の構想・施設計画段階の予測（平成 23 年度公表） 
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（1）、（2）において滑走路処理容量が増加した主な理由は、航空機の小型

化が進み、離陸着陸時の滑走距離が短くなったことにより滑走路の占有時間

が短縮したこと、大型機比率の減少（37％→22％）により発着間隔が短縮し

たこと等によるもの。 

 

（３）滑走路増設後の処理容量 

ア. 増設完成時（平成 36 年度頃～） 

・40 回／時間  年間 18.8 万回  

出発は、国際線（増設滑走路）、国内線（現滑走路）別々とし、着陸

は、原則として国内線側滑走路のみを使用。 

※今後、実際の需要動向を見つつ、時間４０回を超えることが想定される場合

に備え、下記の方法も検討。 

 イ．平成 40 年代中頃～ 

・45 回／時間 年間 21.1 万回 

     国内線と国際線との滑走路の完全分離、飛行方法の高度化(注) 

等により、能力が向上。 

 

（注）飛行方法の高度化について 

飛行方法の高度化は、GPS を利用した進入方式を想定している。導入には、

経路設定に関する国際基準に則り、現在の空港西側に近接した回転半径の

小さい経路（視認進入経路）から、回転半径の大きい経路へ変更となる可

能性もある。現時点では未確定であるが、導入する場合には、適切な時期

に地元の理解を得た上で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ILS 進入とは 
 …計器着陸方式。水平方向、垂直方向の誘導電波に乗って 

着陸する方式。 
※北風が強く天候が悪い時（北風悪天候時）に使用 

H40 年代中頃（概ね 2030 年頃）～

参考（イメージ図） 
需要動向等を踏まえ、必要な場合に、地元の理解
を得た上で導入を検討する。 

H36(2024)年度頃～ 

※GPS を利用した進入とは  
…GPS を利用して航行、着陸する方式。 
機上性能監視警報機能を有し、経路の直線部、

曲線部、着陸部において半自動で航行。 
※RNAV 
 …GPS を利用するが直線部のみ利用可能な方式。

管制のレーダー監視のもと、半自動で航行、 
進入。 
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